
平成26年度学芸員技術研修会、国際フォーラム事業報告書	




今回は、九州産業大学、九州産業大学美術館、平成26年度科学研究費助成事業（学術
助成基金助成金）基盤研究（C）「新学芸員養成課程に対応するユニバーシティ・ミュージ
アムの方策研究」（研究課題番号：24501274、研究代表者：緒方泉）の連携協力による
研究成果を報告する。	
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学芸員技術研修会及び国際フォーラム参加者数（県別）	
総計114名	




　2011年2月に閣議決定した「文化芸術の振興に関する基本的な方針（第3次基本
方針）」で、「劇場、音楽堂、美術館、博物館等の文化施設や文化財に関わり、専
門的な技能をもって支える人材について、研修機会等の支援策を充実する」とした。
さらに2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会を控え、地域社会の一員
として訪日外国人を迎える博物館の活性化は急務な課題となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

　しかし、全国で働く6,000名を超える学芸員は、研修場所が東京で、さらに2泊3日
程度で研修会が開催されることから、予算面はもちろん、学芸業務をほぼ一人で
担当しているため、なかなか研修に参加できない状況がある。こうしたケースの解
消方策として、各地域に学芸員養成課程を開講する大学（平成25年4月1日現在、
300大学）と附属機関に博物館実習施設を有する大学博物館（平成26年度現在、
約100 館）を活用することが考えられる。	

　今回、九州産業大学美術館が中核となり、佐賀大学美術館、熊本県立美術館の
協力を得て、学芸員のリカレント教育の場となる、学芸員技術研修会（展示制作、
照明技術、展示グラフィック）、国際フォーラムを実施した。	

　それぞれのアンケート調査を基に研修の効果を分析することから、今後の地域毎
の高度博物館人材育成に係る新たな教育モデルの構築に向けた予備的研究を
行った。	


研究の目的	




2011年2月に閣議決定した「文化芸術の振興に関する基本的な方針（第3次基
本方針）」で、「劇場、音楽堂、美術館、博物館等の文化施設や文化財に関
わり、専門的な技能をもって支える人材について、研修機会等の支援策を充
実する」とした。さらに2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大
会を控え、地域社会の一員として訪日外国人を迎える博物館の活性化は急務
な課題である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
 
　しかし、全国で働く6,000名を超える学芸員は、研修場所が東京で、さら
に2泊3日程度で研修会が開催されることから、予算面はもちろん、学芸業務
をほぼ一人で担当しているため、なかなか研修に参加できない状況がある。
こうしたケースの解消方策として、各地域に学芸員養成課程を開講する大学
（平成25年4月1日現在、300大学）と附属機関に博物館実習施設を有する大
学博物館（平成26年度現在、約100	
 館）を活用することが考えられる。	
 
　今回、九州産業大学美術館が中核館となり、構成団体の協力を得てプログ
ラムを開発し、学芸員リカレント教育の場として大学を開放することは、地
域毎のグローバルな視点を持つ高度博物館人材育成に係る新たな教育モデル
の構築が可能となる。	




研修会①　展示制作	

平成26年9月6日（土）熊本県立美術館	


洪　恒夫（東京大学総合研究博物館 特任教授）	


・展示制作する際の具体的な手順を学ぶことができました。これまでは
「何を伝えたいのか」「どう伝えるのか」しか考えていませんでした。	
  
今後は、「どうすれば観る人を楽しませることができるか」という点も考え
ながら展示制作をしていきます。	




研修会①　展示制作	

平成26年9月6日（土）熊本県立美術館	


洪　恒夫（東京大学総合研究博物館 特任教授）	


・班で１つの展示案を作ったことはとても印象に残っています。これまでは
１人で苦しんで悩んでいたので、新鮮な経験でした。職場ですぐ実践は	
  
難しいですが、積極的に周りの意見を聞くようにします。	

	
  



研修会②　展示制作	

9月7日（日）九州産業大学	


洪　恒夫（東京大学総合研究博物館 特任教授）	


・様々なパターンの展示を学んだので、今後の展示活動に役立てたいと
思いました。特に、展覧会担当者が一番見て欲しいところは、利用者に
「見せびらかす」くらいの気持ちで展示制作に臨みたいです！	
  
	
  



研修会②　展示制作	

9月7日（日）九州産業大学	


洪　恒夫（東京大学総合研究博物館 特任教授）	


・展覧会の展示を考える際、どのようなことに重きを置くか実際の事例を
紹介してもらいながら学ぶことができてよかった。	

 　また同じ課題を他館の受講生がどのように展開されているか、自分と
違う視点で考えているところは、目からうろこがおちることが多く、有意義
だった。	

	
  



申込方法
メールにて受付　以下の項目を記入し、希望する研修に申し込みをお願い致します。

①件名：学芸員技術研修会（参加したい研修番号を記入）
②内容：氏名（ふりがな）、所属、職名、勤続年数、連絡メールアドレス、
　　　　研修会に期待すること（講師に一言）
③受付メールアドレス：museum03@ip .kyusan -u .ac . jp
④申込締切　平成 26 年 9 月 17 日（水）

採否の通知は 9 月 19 日（金）までにお知らせ致します

■照明技術基礎編

平成２６年 10月 9日（木）　10:00～17:00開催日時

定　　員 ３０名（定員を超えた場合は抽選とします） 脚立を使った作業をしますので、動きやすい服装、
手袋を準備してください。

09:30　　受付
10:00　　自己紹介、「展示照明」の悩みの共有
10:30　　照明の基礎を知る
12:00　　昼食
13:00　　グループワーク（ハロゲン電球、LEDを
　　　　　　　　　　　　　使って展示空間を作る）

14:00　　グループ発表
　　　　　（工夫した照明演出について説明する）
15:00　　照明のプロがグループの展示空間を解説する
16:00　　グループワーク（解説を踏まえて展示空間の再構築）
16:30　　発表、振り返り
17:00　　終了

内　  容

展示ライティングの基礎を知りたい、
LEDの選択方法を知りたい学芸員、大学教員等対　 象

備考

「毎回、展示照明は悩むよなあ」という皆さん。今回はハロゲン電球、L ED を用いて、作品を魅せるための
展示空間の作り方を学習します。また、導入が進む L ED について、そのガイドラインについて解説します。

■照明技術中級編（2日間）

平成２６年 10月 10 日（金）～11日（土）　(10:00～17:00、なお 11日の終了は 16:00）開催日時

定　　員 ３０名（定員を超えた場合は抽選とします）

・脚立を使った作業をしますので、動きやすい服装、手袋を準備してください。
・宿泊施設は各自手配願います。

備      考

  9:30　　受付
10:00　　①自己紹介
　　　　　②昨年度受講後、現場で活用していることの紹介
10:30　　復習「照明技術の知識」
12:00　　昼食
13:00　　グループワーク
　　　　　（ハロゲン電球、LEDを使って展示空間を作る）
14:00　　グループ発表
　　　　　（工夫した照明演出について説明する）
15:00　　照明のプロがグループの展示空間を解説する
16:00　　グループワーク
　　　　　（解説を踏まえて展示空間の再構築）
16:30　　発表、振り返り
17:00　　終了

1日目 ２日目

昨年度「学芸員技術研修会（照明技術）」受講修了生対　 象

 9:30　受付
10:00　昨日のふりかえり ( 今日の学習目標の設定 ) 
10:30　グループワーク ( 他の展示空間を意識しながら、
　　　　　　　　　　　　　　　　　全体の照明を作る )
12:00　昼食
13:00　グループ発表
　　　　（工夫した照明演出について説明する）
14:00　照明のプロが全体の展示空間を解説する  
15:00　 ここは押さえておきたい「照明技術の知識」　
15:30　ふりかえり
16:00　終了

「展示空間全体の照明を統一感あるように見せるにはどうすればいいのか」「立体物の照明はどこを注意すれ
ばいいのか」。昨年度基礎編を学んだ皆さんのための中級編です。ハロゲン電球、L ED 等を用いて、作品を
魅せるための展示空間全体の構成の仕方をグループワーク中心に学習します。

お問合せ先
九州産業大学美術館　教授　緒方泉  　電話　 0 9 2 - 6 7 3 - 5 1 6 0      
メールアドレス：m u s e u m 0 3 @ i p . k y u s a n - u . a c . j p



研修会③ 照明技術基礎編	

平成26年10月9日（木）　九州産業大学美術館	

藤原　工（株式会社灯工舎 代表取締役）	


・照明機材の種類、名前、そして使い方、その効果を学びました。そして、
事例を見ながら、作品を保護しつつ、美しい照明と悪い照明の判断基準
について知る機会になった。	
  
・照明の様々な機材と技術の使い方次第で、ライティングの幅が広がる	
  
ことがわかった。今後は、可能な限り徹底的にこだわるべきだと感じた。	




研修会③ 照明技術基礎編	

平成26年10月9日（木）　九州産業大学美術館	

藤原　工（株式会社灯工舎 代表取締役）	


	
  
	


・今後主流になっていくであろうLEDを、実際に複数扱ってみて、色温度や	
  
当てる角度で展示物の見え方が大きく異なることがわかった。　　　　　　　
照明だけでなく、アクセサリーも扱えたことが良かった。初めて見る器具も
あり、見せ方の幅が広がった。	




研修会④ 照明技術中級編	

平成26年10月10日（金）~10月11日　九州産業大学	


藤原　工（株式会社灯工舎 代表取締役）	


・基本的な照明に対する考え方や照明器具の様々なオプションを知る	
  
機会となった。ことができた。また、今後は測定器を使って、照度、色温度
を計測したり、額への映り込みを想定したりしながら、展示空間を作って
いきたい。	




研修会④ 照明技術中級編	

平成26年10月10日（金）~10月11日　九州産業大学	


藤原　工（株式会社灯工舎 代表取締役）	


・空間全体をまとめるために高さを合わせたり、照度の低い作品に合わせ
たり、壁に当てたライトで整えたりと、照明を活用した演出方法は色々ある
事を学んだ。また照明器材は使い方のアイディア次第だなと思った。	




研修会④ 照明技術中級編	

平成26年10月10日（金）~10月11日　九州産業大学	


藤原　工（株式会社灯工舎 代表取締役）	


・今回、経験したこと、アドバイスいただいたことは、まだ十分に消化できて
いないけれど、自館でできることは実践していきたいです。注意点が思った
以上に多くあり、他館の展覧会を見に行った時に粗探しと良い点を見つけ
てまねしてみようと思います。	




申込方法
メールにて受付をします。以下の項目を記入し、希望する研修にお申し込みください。

①件名：学芸員技術研修会（参加したい研修番号を記入）
②内容：氏名（ふりがな）、所属、職名、勤続年数、連絡メールアドレス、
　　　　研修会で学びたいこと（講師に一言）
③受付メールアドレス：museum03@ip .kyusan -u .ac . jp
④申込締切　平成 26 年 11 月 7 日（金）

採否の通知は 11 月 11 日（火）までにお知らせします。

お問合せ先

九州産業大学美術館　教授　緒方泉  　電話　 0 9 2 - 6 7 3 - 5 1 6 0      

メールアドレス：m u s e u m 0 3 @ i p . k y u s a n - u . a c . j p

展示グラフィック

最近はポスター、チラシ、展示パネル等を予算の関係から学芸員が行うケースが多くなっています。今回
は視覚伝達効果が高いデザインをするための「配置」「文字」「色」「キャッチコピー」などについて、グルー
プワークも取り入れながら解説します。

12 月 17 日!（水）

!佐賀大学（JR 佐賀駅下車バス 15 分）　　
12 月 18 日（木）　九州産業大学（JR 九産大前駅下車徒歩 5 分）

 9:30　受付
10:00　自己紹介、「展示グラフィック」の
　　　　悩みの共有
10:30　グループワーク
　　　　(他館のチラシデザインの相互評価 ) 
12:00　昼食
13:00　相互評価についてグループ発表
13:30　デザインのプロによる
　　　　チラシデザイン診断 
14:30　デザインのツボを解説する 
15:30　グループワーク
　　　　（デザインラフを考える）
16:30　発表、ふりかえり
17:00　終了

博物館のポスター、チラシ、展示パネルのデザ
インで悩んでいる博物館関係者、大学教員等対　 象

内　 容

受講上
の

留意点

最近作成した展覧会チラシ、展示パネルを
持参してください。

定　　員 ３０名（定員を超えた場合は抽選とします）

※両日とも研修内容は同じです。参加できる会場をお選びください。

学芸員同士で

悩みの共有

デザイ
ンラフ

を
考える

※写真は昨年度の研修のようすです。

講師からの
アドバイス



研修会⑤　展示グラフィック	

平成26年12月17日（水）佐賀大学	


熊谷　淳一（株式会社 ノイエデザイン代表取締役）	


・これまでは、自分たちの”美学”で伝えたい内容を選定したり、文章を作
文したりしていましたが、実際にはそれを見てくれているお客様の「メリット」
になっておらず、相手に伝わる内容になっていなかったことに気付きました。
研修でいただいたチラシの評価基準を参考に、今後はもっと内容が伝わる
ものになるよういろいろ試してみたいです。	




研修会⑤　展示グラフィック	

平成26年12月17日（水）佐賀大学	


熊谷　淳一（株式会社 ノイエデザイン代表取締役）	


・情報は少なく、インパクトあるものが良いと思っていましたが、情報が	
  
少ないものは、利用者の選択肢にもあがらないということを聞き、改めて
博物館本位の考え方ではなく、利用者の立場からチラシやポスターを	
  
作ることの大事さに気づきました。 	




研修会⑥　展示グラフィック	

12月18日（木）九州産業大学	


熊谷　淳一（株式会社 ノイエデザイン代表取締役）	


・今回の研修でポスターは、気づかせるもの。チラシは、読ませるものと	
  
いう視点を学びました。また、制作する際、利用者のメリット・見てもらう	
  
ためのコピー・気を引くデザイン・個性の4観点を考えることを学びました。	




研修会⑥　展示グラフィック	

12月18日（木）九州産業大学	


熊谷　淳一（株式会社 ノイエデザイン代表取締役）	


・グループでディスカッションすることで、展示パネルは対象年齢を定めて
制作しているのに（文章は大人向け、子ども向けか、ルビをどこまで書くか
等）、ポスター・チラシはターゲットを考えていなかったことに気づきました。
また、チラシの「裏は読まれない」ということ、チラシを「アート」と捉えてい
たことを改善していきたいと思います。	








国際フォーラム	

平成26年1月18日（日）　九州国立博物館	


ジョスリン・ドッド（レスター大学）竹内 有理(長崎歴史文化博物館)
神保 明香(福岡市美術館)緒方　泉（九州産業大学）	
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参加者の感想	
  
	
  
・日本のミュージアムのエヴァリュエーション能力の弱さ、また、イギリスと
日本の、大学とミュージアムの関わりの違いを感じました。ミュージアムの
価値を理解しつつ、医療、経済、社会学・・・などの専門の立場から研究	
  
している大学が、イギリスには多いのではないかということが、ドッド先生
の講演から垣間見られました。	

	
  
・印象に残ることは、ドッド先生が言われた『博物館は高齢者にとって生活
の一部になっているか』という問いかけです。私は、この問題は高齢者に
とどまれず、社会全体の問題ではないかと思います。「博物館が、地域	
  
住民にとっての生活の一部になっているか？」これからの博物館に突き	
  
つけられた命題と思いました。今後「まずは博物館ありき」が認められる	
  
社会ではなくなるでしょう。そのためには、私の町の資料館・美術館も	
  
設置理念を再認識し、足場を固めなければならないと痛感しました。	



